
平成３０年度  算数科授業の略案  （２学年） 

月日（校時） 単元名 教材名 

７月２日 

（３校時） 
３けたの数 100より大きい数をしらべよう 

本時のねらい（１１／１３時） 

○数や式の大小，相等関係を不等号，等号を用いて式に表すことができる。 

評価規準 

技数や式の大小，相等関係を不等号，等号を用いて式に表すことができる。 

学習過程  学習活動（○発問 ・児童の活動） 留意事項・評価 

【導入】 

１０：２０ 

○前の時間のまとめ，振り返りを隣の人と話し合ってください。 

・２つの数を見て，どちらが大きいか比べました。 

・新しい記号を知って，使うことができました。 

・ノートや学習掲示を見るよう

促すことで，前時の振り返り

をしやすくする。 

【展開】 

問題提示    

１０：２２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題把握 

１０：２７ 

 

・問いの共有 

 

・シラバス 

・言語わざ 

・キーワード 

解決活動 

１０：３２ 

・一人学び 

・ペア学び 

・集団解決 

１０：４０ 

 

 

・考察 

１０：５０ 

まとめ 

１０：５５ 

１ Ｐ．６１の問題を提示する。 

 

 

 

 

 

○わ１５０円持っている。８０円のジュースとお菓子を買う。 

○聞どのお菓子が買えるか。 

〇どのお菓子が買えそうですか。理由も合わせて答えましょう。 

・ガムとジュース…８０+５０=１３０円で，持っているお金で足りるからです。 

・チョコとジュース…７０+８０=１５０円で，持っているお金と同じだからです。 

○気昨日学習した記号が使えそうです。 

○ち昨日は数だけだったけど，今日は式にもその記号を使いそうです。 

２ 課題を把握する。 

 

 

・不等号や等号，言葉を用いて，１５０と式との大きさを比べて表し，説明

することを確認する。 

（一人学び・ペア合わせて 8分，全体 10分，まとめ 2分，振り返り 8分） 

「記号や言葉を使って説明する。」 

（数，式，＜，＞，＝，～より小さい，～より大きい，～と大きさが同じ） 

３ 自力解決を行う。 

○自分の考えを，記号や言葉を使ってノートに書きましょう。 

○書けた人からペアで話し合いましょう。 

４ 考えを全体で話し合う。 

○考えたことを発表しましょう。 

・８０＋５０＝１３０で，１５０＞１３０なので，１５０＞８０＋５０です。 

・８０＋７０＝１５０なので，チョコレートとジュースは買えます。 

・８０+１００＝１８０で，１５０＜１８０なので，１５０＜８０＋１００

です。 

・数どうしだけでなく数と式の大きさも，記号を使って表せました。 

５ 本時のまとめをする。 

 

・問題についている挿し絵を合

わせて示すことで，児童が問

題場面を想像しやすくする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・式と数とを不等号で繋げない

児童には，前時の授業で行っ

た数と数とを繋げることか

らやってみるよう促す。 

・図や言葉を用いて説明できて

いる児童にはホワイトボー

ドを渡して書くようにする

ことで，他の児童とも共有で

きるようにする。 

 

 

 

【終末】 

振り返り 

１０：５７ 

適用問題 

１１：００ 

１１：０５ 

 

５ 学習したことを振り返る。 

・数と数だけでなく，式と数も大きさを比べられることが分かりました。 

６ 適用問題に取り組む。 

・Ｐ．６１ △3  

技数や式の大小，相等関係を不

等号，等号を用いて式に表すこ

とができる。（ノート，発言） 

 

数としきの大きさのあらわしかたをかんがえ，せつめいしよう。 

ひろしさんは１５０円もっています。８０円のジュースとおかし

を買います。 

どのおかしがかえますか。たし算をしてかんがえましょう。 

（ガム５０円，キャラメル１００円，チョコレート７０円） 

数としきの大きさをあらわすときは，数と数のときと同じように，＜，

＞，＝をつかってあらわすことができます。 


